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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2010-222712(P2010-222712A)
【公開日】平成22年10月7日(2010.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-040
【出願番号】特願2009-67898(P2009-67898)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｍ  13/463    (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/00     (2006.01)
   Ｃ１１Ｂ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｍ  13/463   　　　　
   Ｄ０６Ｍ  13/00    　　　　
   Ｃ１１Ｂ   9/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月7日(2011.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）下記一般式（１－１）～（１－３）で表される化合物から選ばれる１種以上の化
合物、（ｂ）下記一般式（２）の化合物、（ｃ）ＬｏｇＰｏｗが３～３０の香料成分を４
０～１００質量％含有する香料組成物を含有する液体柔軟剤組成物。

【化１】

〔式中、
Ｒ11は炭素数１５～２０のアルキル基又は炭素数１５～２０のアルケニル基であり、
Ｒ12は炭素数１～６のアルキレン基であり、
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Ｒ13は炭素数１～３のアルキル基又は炭素数１～３のヒドロキシアルキル基、
Ｒ14は炭素数１～３のアルキル基又は炭素数１～３のヒドロキシアルキル基、
Ｒ15は水素原子又は炭素数１～３のアルキル基もしくは炭素数１～３のヒドロキシアルキ
ル基であり、
Ｒ16は炭素数１６～２０のアルキル基又は炭素数１６～２０のアルケニル基であり、
Ｒ17は炭素数１～６のアルキレン基であり、
Ｒ18は炭素数１６～２０のアルキル基又は炭素数１６～２０のアルケニル基であり、
Ｒ19は炭素数１～６のアルキレン基であり、
Ｒ11、Ｒ16及びＲ18の合計モル数に対してアルケニル基が５０～１００モル％であり、
炭素－炭素不飽和結合を２つ以上有するアルケニル基がＲ11、Ｒ16及びＲ18の合計モル数
に対して１０モル％を超え５０モル％以下であり、
Ａは－ＣＯＯ－であり、Ｂは－ＯＣＯ－であり、ａ及びｂは１の数であり、Ｘ-は陰イオ
ン基である。一般式（１－１）～（１－３）中の各Ｒのうち、同じ意味のものは同一でも
異なっていてもよい。〕

【化２】

〔式中、
Ｒ21は炭素数１５～２２のアルキル基又は炭素数１５～２２のアルケニル基であり、
Ｄは－ＣＯＮＨ－であり、
Ｒ22は炭素数１～６のアルキレン基であり、
Ｒ23、Ｒ24は炭素数１～３のアルキル基又は炭素数１～３のヒドロキシアルキル基であり
、
Ｒ25は水素原子又は炭素数１～３のアルキル基もしくは炭素数１～３のヒドロキシアルキ
ル基であり、
ｃは１の数であり、
Ｘ-は陰イオン基である。〕
【請求項２】
（ｂ）成分のＲ21のアルケニル基含有量が全Ｒ21に対して５０モル％以下である、請求項
１記載の液体柔軟化剤組成物。
【請求項３】
更に、（ａ）と（ｂ）の質量比が（ａ）／（ｂ）＝０．５～８である請求項１又は２記載
の液体柔軟剤組成物。


	header
	written-amendment

